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思春期に顎偏位が増悪 した反対咬合の 長期観察例
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ド　反対咬合，顔面非対称．顎偏位

　近 年、思脊期前に お い て す で に わ ず か な が ら顔 面 の 非

対 称 な い し は，IE 中線の 偏位 を 呈 し て い る症 例 を 多 く認

め る よ うに な っ た が．こ の よう な症例 に お け る偏 位 の 様

相 の 経 年的 変化 に 関 す る 報告 は 少 な い ．今 回 は．成 長 と

と も に偏 位 が 告明 に な っ た 反 対 咬 合 3 症 例 を紹 介 し，顎

偏 位度 あ る い は 正 中線 の 偏 位 な ど，そ の 偏位 様 相 の 特徴

に つ い て 検 討 した．

　症例 1 ：初 診 時 年齢 　　　　　，女子 ，顔 面 の 正 中に

対 して 上 顎，ド顎 がわ ず か に 右 側 に 偏 位 し，上 下 顎 切歯

の 正 中線 の ず れ が 5、5mm で あ っ た．　 　 　 　 　 で は，

上 顎骨 お よ び下顎 骨 の 右側 偏位 が 著 し く な り，顔面 の 非

対称 が 著 明 に な っ た が ，正 中線の ず れ は 5mm と、初診

の 状 態 が ほ ぼ 維持 さ れ て い た．

　症例 2 ：初診時年齢　　　　 ，女 子．顔 面 の 正 中に

対 して 下 顎 は わ ず か に 左側 に 偏位 して い る が ， 上 顎 に 偏

位 は な く，上 下顎 切 歯 の 止 中 は ほぽ
一
致 して い た，

　　　　で は，下顎が 著 し く左側 に 偏位 し た こ と に よ り，

顔 面 止 貌 も非対 称 が顕 著 と な っ た ．正 中線の ず れ は 　7

1nm と増 悪 し た，

　症例 3 ：初 診 時年齢　　　　　．女 子 ．ヒ顎 は 右側，

下 顎 は左 側 に わ ず か に偏 位 して お り．上 下顎 切 歯 の 止 中

線 の ずれ は 3mm で あ っ た．　　　　　　 で は ，上顎 は

顔面 の 正 中に ほ ぼ一致 して い た が，下顎が左 側 に 大 き く

偏 位 し．顔 面正 貌 も著 し く非 対 称 とな っ た．「匸中線 の ず

れ は 4．5mm に な っ た ，

　以上 の こ とか ら，混 合歯列期 に お け る わ ずか な偏位が ，

思 春期 に さ ま ざ ま な形 で 増 悪 す る 可能 性 が 示 され ，こ の

よ うな 症例で は 経年的な 成長変化の 詳細 な検討 が 必 要 と

考 え ら れ た ．

　　　　　　　（日矯歯誌　55（3）：234〜245，1996 ＞

Long −term 　observation 　of　mandibular

　 　 protruslon 　cases 　 worsen 　ln

　　　　 pubertal　growth 　spurt

　、Ve　investigated　three 　 cases 　sh 〔｝wing 　facial　 asyIn ．

metry ．星n 　these 　cases ，　 facia！asymmetry 　w
’ith　nlan ．

dibular　deviation 　becanle　 evident 　with 　their　ad （，les．

cent 　grow しh．　The 　purp（，se 〔〕f　this　study 　was 　to　clarify

thc　challge 　o 「nlorphological 　features　rec （）gnized　in

such 　patlents　with 　tinle．

　Case　1 ：The 　patient 　was 　an

　 　 　 　 　 female、　Maxilla　and 　mandjbular 　were

slightly 　 displaced 　 t（，　 the　 right ．　 The 　 dental　 m ［dlille

diferellce　 was 　 5　mm ．　 Abo しlt　four　 years 　 later，　 facial

asymmetry 　 became 　 collspicuOUs ．　 Both　 maxilla 　 and

mandible 　shifted 　to　the　right 　side ，　increasingly，　so 　the

niidline 　difference　did　 not 　 increase　 so 　 much ．

　 Case　2 ：The 　patient 　was 　a

　　 fclnale．　Mandible　shi ∫ted　slightly 　t（，　the　left．　The

derltal　mid ］ine　did　Tlot 　display　any 　deviaLion，　and

facial　 asyrnmetry 　 was 　 very 　 slight ．　About 　ten　 ycars

later，　maxilla 　shifted 　to　the　left　quite 　a　little．　OII　the
other 　hand，　 mandible 　deviated　to　the　left　 markedly ，
facial　 asvmmetrv 　became 　 remarkable ．　 The 　 midline

deviation　greatly 　increased 　to　7　mm ．

　Case　3 ：The 　patient　was 　arユ

　 　 　 　 　female，　Facial　asyll − netry 　w・as 　not 　obvi 〔〕us ，

though　maxilla 　devlated　to　the　right 　and 　mar ユdible

deviated　tD　the　left．　The 　dental　midline 　difference　was

3mm ．　 Ab 〔坩 t　 eight 　 years 　 Iater，　 faciai　 asymmetry

worsened 　 markedly ．　 mostly 　l〕ecause 　 of 　 mandibular
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severe 　deviatめrl　 to　the　left．
「
i
’
he　midline 　difference

carne 　to　4．5　nln コ．

　These 　findings　sugges しthat　facial　asymmetry 　w 〔｝ukl

bec〔〕1ne 　worse 　in　 vari 〔｝us 　ways 　during　the　 ad 〔♪lecent

緒 言

　近年，思 春期 前の 若年者 に お い て ，す で に わ ず か な

が ら顔面 の 非対称 な い し は上 下顎 前歯 の 正 中線 に ずれ

の あ る症 例が 多 く認 め られ る．こ れ らの 中 に は，思 春

期 に顎偏位の程度が 著し く増悪 し，顔面 の 非対称 が 顕

茗 とな る もの があ る．顎偏位 が 生 ず る 原因 に は ，先天

異常，外傷，顎関節 の 病的変化 な どの 骨 格性 の もの と．

咬頭干 渉 に よ り習慣性 咬 合位 と 中心位 との 間 に 水平的

なず れ が生 じ る機能的 な も の とが あ げ ら れ る
1）
．し か

し なが ら，著 し く非対称 な成長 を 遂げ る理 由 と して は，
本来成長期に 非対称 が 増悪 す る よ う な遺伝的要 因 が 潜

在 し て い る可能性 や，何 らか の 原 因で わ ず か な が ら に

発生 した 顎顔而領域 の 歪 み が ，習 癖 等 の 咬 合 機 能 の 偏

り に よ っ て，強調 され て く る 可能性 が 考 え ら れ る が ，
い まの と こ ろ 明 らか で は な い ．

　 そ こ で ，個 々 の 症例 に お け る こ の よ う な 偏 位 に よ る

顔 面 非 対 称 性 の 増悪 の 推移 を経年的 に 観察 す る こ と に

よ っ て ，非対称 な成 長 発 育 の 過 程 を 明 ら か に す る こ と

は ，偏位 を助長 す る よ う な顔 面 頭 蓋 領 域 の 形態的特徴

を 把 握 し，今後発現 す る 可能性 の あ る 偏位 を予 測 す る
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図 1 正 面 頭部 X 線規 格 写真 に

　 　 　 よる角 度 計測

a ） 上顎 偏 位 度 　b ）下 顎偏位

度 c ）上 顎臼歯歯槽部平面 角，
d ）咬合平面 角． e ）下 顎下 縁

平 面 角
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gr 〔，wt 卜 peried 　of 　tirrle．　 Theref〔，re ，　 facial　 growth 　in

such 　patients　should 　be　ln ｛，nit （，red 　regularly 　to　aid 　in

diagnosis　and 　subsequcnt 　treatment ．

　　　（J．Jpn．　Orthod．　Soc．55 （3）：234 〜245 ，1996 ）

手が か りに な り う る と考 え られ る．

　今 回 は，思春期 に お い て 顎 偏位 と と も に 顔面非対称

が 著明 に な っ た 3 症例 を紹 介 し，正而頭部 X 線規格 写

真 を用 い て 偏位の 様相 を経年的 に 検討 した の で 報告す

る．

資料 と研 究方法

1．資　料

　新潟大学歯学部附属病院矯 正 科 を受診 した もの の う

ち，初診時 に お い て 上 下 顎 前歯 の 正 中線 の ず れ を認 め

る 者 か ら，一
期治療 は 反対咬合 も し くは交 叉 咬合 の 改

善 を 目的 と して 行 い ，積極的 に は 正 中線 の ずれ の 改善

を行 っ て い な い 3症 例 を 選 択 し た．

II．正 面頭部 X 線規格写真 に よる 形態分析

　 1） 計 測 点，基 準線 の 設定 （図 1 ． 2 ）

　CG ：篩骨鶏 冠 頸部

　Lo （Lo
’
）：眼窩外側縁 と oblique 　lineと の 交点

　J （J
’
）：上 顎結節外形線 と頬骨 歯槽稜 と の 交点

　ANS ：前鼻棘

　 　 　 　 　 　 M

図 2　正 面 頭部 X 線規格写真に

　　　よ る 距離計測

f）上 顎偏位距離，9 ）下 顎偏

位距離，h ）上 顎 前 歯 正 中線偏

位量，の 下顎 前 歯正 中線偏 位

量，j） 正 中線 の ず れ ，　 k ）下

顎 下 縁偏位距離 　1 ）上 顎臼歯

歯槽部偏位距 離
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236 　　日矯歯誌 　55（3）：234〜245，1995

　 U1 ： 卜顎 左 右中 切 歯 の 近 心 切 縁 隅 角 を 結 ん だ 線 の

中点

　 LI ：下 顎 左 右 向 側 巾切歯 の 近 心 切縁隅角 を 結 ん だ

線 の 中点

　AG （AG
「
）：下顎角前切 痕

　Me ： オ トガ イ外形 の 最 卜点

　正中某準線 ：CG を通 り，　 Lo と Lo
’

と を結 ん だ線

に 垂 直 な直線 を頭 蓋 の 正 中基 準線 M と し た．

　 2 ） 計測 項 目 （図 1）

　 q）角度計測

　＠ E顎偏位度 ：CG −ANS が IE中基 準線M とな す 角

度

　   下顎偏位度 ：CG 　Me が 正 中基準線 M とな す 角度

　 ヒ記 の 計測項 目 に つ い て は左 側 に 偏位 し て い る もの

を正 の 値，右 側 に 偏 位 して い る も の を負 の 値 で 示 し た．

　◎ 上顎 臼 歯歯槽部平面角 ：J−J
’
が ［F．中基 準線 の 垂

線 とな す 角度

　  咬合平 面 角 ：咬合 平面 が 「E中基準線 の 垂線 と な

す 角度

　◎ 下顎
一
ド縁

’F面角 ：AG −AG
’
が 正 中基 準 線 の 垂 線

と な す 角度

　 ヒ記 の 計測項 凵 に つ い て は，前頭面 に 対 し て 右 itが

りの もの を正 の 値，左 上 が りの もの を負の 値で 示 した．

　   距離 計 測 （図 2）

　   上 顎 偏位距離 ：ANS −M の 距離

　   ド顎偏位距離 ：Me −M の 距離

　  上 顎 前 歯 正 中線 偏 位 量 ：U1 ．M の 距 離

　  下 顎 前歯正 中線偏位量 ：L1−M の 距離

　  正 中線 の ず れ ：U1 −Ll の 距離

　  
1
ド顎下縁偏位距離 ： AG 　M と AG ’−M の 距離

　  ヒ顎 臼歯歯槽部偏位距離 ：」
−M と J

’−M の 距離

　 ANS ，　 Me ，　 Ul，　 L1 に っ い て は正 巾基準線 よ り左側

に あ る 場合 は
．
［ピの 低 右側 に あ る もの は 負 の 値 で 示 し

た．

　 （3）また，上顎，下顎 の 正中基準線 に 対 す る非対称 の

程度 を客観的 に 示 す た め に ，」，
AG を用 い て非対称指

数
2・B〕

を算出し た．す な わ ち，

、卜tt咢頁…非IS寸税｛季旨数 ＝一一（Jヱ＞I　J工＞1
’
）／（JM 一

トJM
，
）× 1（）O

ド顎非対称指数 ＝（AG −AG ’
）〆（AG ＋AG

’
）xlOO

　 3）正 面頭部X 線規格写真 の 重 ね 合 わ せ

　 正中基準線 と，成長変化 お よ び下顎 の 偏位 の 影響が

小 さ い と思 わ れ る頭 蓋 冠 とで 重 ね る こ と を基本 と した

が ，頭部 の 前後的傾斜 の 差異 に よ り，垂直的高径 が 変

化 し、成長後 の 顔面輪郭 が 短 くな る場合 に は，成長後

の 下顎 の 輪郭外 形 が 外 側 に な る よ う に セ フ ァ ロ 全体 を

下方 に 平行移動 させ て ，重 ね 合 わ せ た ．

症例 1

　 初 診 時 年 齢 ：

症 例

　性　 別 ：女性

　 主　訴 ：切端 咬 合

　顔 貌 所 見 （図 3A ） 1 正 豺己で は、オ トガ イが や や 右 に

偏 位 し、右 側 咬 筋 部 が 左 側 に 比 べ や や 肥大 し て い る こ

と か ら、
．
［F．貌 に お け る 顔面 輪郭 線 が す で に 非 対 称 と

な っ て い る．瞑部．鼻 部，口 唇 部 は ほ ぼ左 右 対称 で あ

る，側 貌で は，下 顎 が 前突傾 向に あ り，下顔面高 が 大

きい ．

　 凵 腔内所見 （図 4A ）：Dental　 age 　IH　 B．臼 歯関係

は 右側 が 1 級、左側 が III級 を 旱 し，オ
ーバ ージ ェ ッ

ト 0．5nm1 ，オ ーバ ーバ イ ト 0．5　mm で 前歯部 の 被 蓋 は

浅 い．また、4 渥 が 交叉咬合 とな っ て お り，E下 顎 切

歯の 止中線 は，5．5mm ずれ て い る，

　 側 面 頭部 X 線規格写真所 見 （表 1 ）： ANB 　2
．

で あ

り、 L下顎 の 前後的不調和 は あ ま り な い ．

　正 面頭部 X 線 規格写真 所 見 （表 2）： ド顎偏位度
一

3 ，−L顎偏t、？：度一 1 ．Me −M − 5．5111m．　ANS −M −

1〕．5ml11で あ り，正 中 基 準線 に 対 し て ヒ顎 骨，下 顎骨が

と もに 右側 に 偏位 して い る．上 ド顎切歯 の 正 中線 の ず

れ は，5，5mm で あ る．

　 診　断 ：右側 交 叉 咬合 を伴 う 切端 咬 合

　治療経過 ；急速拡大装置 を 1 カ 月間使用 し て ，交 叉

咬合改善後，経過観察．

　 初診時 よ り 4 年後 ：

　顔貌所 見 （図 3B ）： オ トガ イ の 右側 へ の 偏位が 強 ま

り，人 中， ヒ唇 ，下 唇 に か け て も右側 へ の 偏位が 認 め

ら れ ，顔而 の 非対称 が 顕 著 と な っ た．側 貌 を み る と．

下顎の 前突感が 著明 に な っ た．

　 ［．1腔 内 所 見 〔図 4B ）： 臼 歯関係 は左 右側 と もに III

級 と な り，オ ーバ ージ ェ ッ ト
ー2．：5　 nim ，オ

ーバ ーパ イ

ト 3mm で 6 醗麗 lil；：1 まで 交 叉 咬 合 とな っ て い

た が．正 中線の ずれ は 5mm で あ っ た ，

　 側 面 頭部 X 線規格写真所 見 （表 エ）： ANB − 2
’
と な

り，．ヒ
．
卜
『
顎 の 前後的不調和 が 著 し くな っ た ．

　 ［F．面頭部 X 線規格写 真所 見 （表 2 ．図 5 ）：下顎偏位

度　 6 ，ヒ顎偏位度
一2

’
，Me 　M 　　12　mm ，　 ANS −

M − 3mln とな り ト顎，下顎 の 右側偏位が 著し くな っ

た，下 顎非対称指数 は 5．2 か ら 13．1，E顎非対称指数

は 1．4 か ら 7．（）と な っ た ．し か しな が ら，上 下顎切歯

の rE 中線 の ず れ は 5mm と，初 診 時 と ほ ぼ 同 じで あ っ

た．す な わ ち 症例 1 で は，ド顎偏位度 が 一3
’
か ら一ポ

に変化 し．了F中基準線 か ら の Me の 偏位距離 も 6，5

mm 増加 して い た こ とか ら，下 顎 の 非対称指数 も 5，2

か ら 13．1 へ と増大 し，下顎 の 右側偏位 が 著 し くな っ た

こ と が 明 ら か で あ る．と くに，下顎 が 偏位 し た こ と に

よ り下顎骨体 の 左 右相 当 部 が，水
’F的，垂直的 に対称

な位置 を 取 り得 な い た め ，正面頭部 X 線規格写真、ヒで

は右側 ド顎 ド縁相当部 で の 膨隆感 が 強 調 され ，非対称

性 が 顕著 とな っ て い る．一方上 顎 で は，E顎偏位度 が 一

lvか ら　 2
「’
へ 変化 し，　 ANS ，U1 の 正 中基準線 か ら右

側 へ の 偏位 量 が そ れ ぞ れ 2．5mm ，4mm 増加 し て い た
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図 3　症 例 1の 顔 面写真

図 4　症例 1の ロ腔 内写真
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表 1　側面 頭 部X 線規 格 写 真計測値

UI −SNII

』 コL竺」 一土 竺 、

117，Dl310

85．087
，0

− 2．030

．081
．〔〕

69．0116
．0133
〔1

症例 2 症 例 3

（ ） （ ）

SNA 81．0 82 ．0 SNA
SNB 8〔1．5 81．o SNA
ANB 〔1．5 1．0 ANB

FMA 35．0 35．0 FMA

IMPA 78．0 79 ．0 IMPA

FMIA 67．o 66．0 FMIA

U1 −SN 91，0 1ユ7．0 U1 −SN

II
− 一」一 ．

141 ・0 129．O II

85．〔〕
8・1　．0

　 1，D29
．085

，066
．0107
．Ol37
．U

85．084
．〔l

　 l．（［

29．〔｝
88．063
．0114

．0130
．（）

表 2　症例 1の 正 面頭 部 X 線規 格写真計測 値

症 例 1

角度計測 C　）

距 離 計測 （mn

非対称 指 数 （［1va）

非対 称指数 （下顎 ）

計測項 目

ド顎 偏位 度
一

ヨ
一4 一6

上 顎偏位度
一1 一1 一2

咬 合平面角 1 1 一1

下 顎 ド縁 平面 角 0 一3 一3

顎 臼 歯 歯槽 部 平 面 角 0 0 一2．5

Me −M 一5．5 一9 一12

ANs 　M 一
〇，5 ．　 − 0．5 一3

Ul−L1 5．5 5 5

Ul．M 一
 ．5 一2，5 一4．5

Ll −M 一6 一7．5 一9．5

AG ．　M 51 54 56
AG ’M 46 44 43

J−M 35 37 38

∫−M 34 34 33
一

数 （ヒ顎 ） 1．4 4．2 7

数 （下顎 ） 5．2 10．2 13 ．1

L

こ とか ら，上 顎 の こ の 部分 で の 右側 の 偏位 も明 ら か で

あ る，また，上顎非対称指数が 1．4か ら 7．｛｝に 増大 し

て い た こ とか ら、ヒ顎 臼歯部歯槽部 で も左右差 が 顕著と

な っ た と考 え られ る．

症例 2

　初診時年齢 ：

　性　別 ：女性

　主 訴 ：前歯部反対咬合

　顔貌所見 （図 6A ）：正 貌 に お い て顔面輪郭線 の 咬筋

相当部 に 左右差 を 認 め る．しか しなが ら，眼部，鼻部 ，

口 唇部 は左右対称 で あ る．側貌 は，中顔面部 に や や 陥

凹 感 を認 め るが ，オ ト ガ イ の 前突感 は な い ．

　口 腔内所見 （図 7A ）：Dental　age 　III　A ．ターミナ

ル プ レ ー
ン は，m ・・i・ 1・t・ptyp ・，、挂9器贈論 晝、

が 交 叉 咬合 を呈 す る．オ ーバ ージ ェ ッ ト
ー2mm ，オー

バ ーバ イ ト 5mm で ，上 下 顎 切 歯 の 正 中線 は 0．5　mm

ず れ て い る．

　側 面 頭部 X 線規格写真所見 （表 1 ） ：ANB 　O．5
°
で あ

り，上 下 顎 に 軽 度 な 前後的不調和 を認 め る．

　正 面 頭 部 X 線規格写真所 見 （表 3） ：下 顎 偏位度 2
’
，

上顎偏位度  
e
，Me −M4mm ，ANS 　 MOmm で あ り，

正 中基準線 に 対 して 下顎骨 は わ ず か に 左 側 に 偏 位 して

い る が ，上顎骨 の 偏位 は認 め られ な い ．上下顎切歯 の

正中線 の ずれ は 0．5mm で あ る．

　診　断 ：下 顎 骨前方転位 に よ る 反 対 咬 合

　治 療経過 ：Frtinke］　IIIを 1年 9 カ 月 間使用後，チ ン

キ ャ ッ プ を 10 カ 月間使用 し て 被蓋 を 改 善 させ ，そ の 後

経 過 観察．

　 初診時 よ り

　顔貌所見 （図 6B ）：オ トガ イ が 左側 に 著 し く偏位

し，正 貌 に お い て 顎角部 の 顔面輪郭線が 明 らか に 左右

で 異 な っ て お り，顔面 の 非対称 が 顕 著 とな っ た ．人中，

上唇，下唇 で も左側偏位が 認 め られ，偏位 の 程度 は顔

面 の 下方部 に ゆ く に従 っ て 著 し い ．こ れ に 対して，眼

部，鼻部 で は ほ ぼ左右対称 で あ っ た．側貌 で は
．
ド顎 の

前突感 に 大 きな 変化は認 め られ なか っ た．

　 凵 腔 内所 見 （図 7B ＞：臼歯関係 は，右側 III級，左

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

図 5　症例 1の正 面 頭 部X 線 規 格 写真重 ね合わ せ

側 1 級 で ，オ ーバ ージ ェ ッ ト 3mm ，オーバ ーバ イ ト

3mm で あ っ た．蕃疆 は 交叉咬合 を呈 して い る．上下

顎切歯 の 正 中線 の ずれ は 7mm と な り， 著 し く増大 し

て い た．

　側面頭部 X 線規格写真所見 （表 1 ）：ANB 　 r で あ

り，上下顎 に著し い 前後的不調和 は認 め な い．

　正面頭部 X 線規格写真所見 （表 3 ，図 8）：下 顎偏位

度 7．5
’
上 顎偏位度 1

’
，Me −M 　16　mm ，　ANS 　M 　l　lnm

とな り下顎 の 左側偏位 が著し くな っ た．初診時 に 比 べ ，

下顎非対称指数 は 3．8 か ら 2ユ．3，上顎非対称指 数 は

0．8 か ら 6．8 へ と 増加 し た ．上 下顎切歯 の 正 中線 の ず

れ は 7mm とか な り増 悪 した．す な わ ち 症 例 2 で は ，

下顎偏位度 が 2D か ら 7．5eに 変化 し，正 中 基 準 線 か らの

Me の 偏位 も 12　mm 増加 し，下顎 の 非対称指数 も 3．8

か ら 21，3 へ と大 幅 に 増 大 した こ とか ら も，初診 時 に 比

べ る と下顎 の 左側偏位 が 著 し くな っ た こ とが 明 らか で

あ る．と くに 正 面 頭 部 X 線規格写真 上 で は，左側 に 比

べ て 右側 の 下顎枝 の 長 さが 伸長 し て い る こ とが 認 め ら

れ，こ れ が 下顎 の 左側偏位 の ひ と つ の 要因 で あ り，左

側 下 顎 骨 下 縁相 当部 の 膨 隆感 が 強調 さ れ る た め に ，顔

面 の 非対称性 が 顕著 と な っ て い る．こ れ に 対 し て 上 顎

で は，上 顎非対称指数 が 0．8 か ら 6．8 へ と増加 した こ

とか ら ， 臼歯部歯槽部 で の 左右差 が 著 し くな っ た こ と

が 示 さ れ る が ，ANS ，　U1 で の 左側 へ の偏位量 は 1mm ，
1．5mm と僅 か な 増加 で あ っ た．
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症例 3

　 初診時年齢 ：

　 性　別 ：女性

　 主 　訴 ：反対咬合

　顔貌 所 見 （図 9A ）：正 貌 は ほ ぼ 対称 で あ り，眼部，

鼻部 ，口唇部 も左右対称 で あ る．側貌 で は や や 下顔面

が 長 い ．

　 口 腔内所見 （図 10A ）：Dental　age 　IIIB．乳歯の 早

期喪失 が 観察 さ れ る，却1が 反 対 咬合 を呈 し て い る．

オーバ ージ ェ ッ ト
ー2mm ，オ ーバ ーバ イ ト 4mm で ，

上 下 顎 切 歯 の 正 中線 の ず れ は 3mm で あ る．

　 側 面 頭 部 X 線規 格写 真 所 見 （表 1 ）：ANB1 」
で あ F），

上 下顎 に 著 し い 前後的不調和 は 認 め な い ．

　 正 面 頭 部 X 線規格写真所見 （表 4 ）：下顎偏位度 1
’
，

上顎偏位度
一1

．
，Me −M 　3　mm ，　ANS −M − 1mm で あ

り，下顎 は 左 側 に ，上 顎 は 右側 に そ れ ぞ れ わ ず か に 偏

位し て い る．上 下顎切歯 の 正 中線 の ずれ は 3mm で あ

る．

　 診断 ：下顎骨前方転位 に よ る反対咬合

　治療経 過 ：チ ン キ ャ ッ プ 装着後， 4 カ 月で 被 蓋 が 改

善 さ れ た．保定 の 目的 で，チ ン キ ャ ッ プ を夜間の み 1

年間使用 させ た．そ の 後経過を観察 した ．

　初診時よ り

　 顔貌所見（図 9B ）：下 顎 の 左側偏位 に よ り，正 貌 の

非対称 が 顕著 と な っ た．側貌で は 下顔面 は 長 い が ，オ

トガ イ の前突感は あ ま り顕著で は な か っ た．

　 凵腔内所見 （図 10B ）：臼 歯関係 は 左右側 と もに III

級，オーバ ージ ェ ツ ト
ーD．5mm オ

ーバ ーバ イ ト 0．5
mm とな り前歯部 に お い て わ ずか に 逆 被蓋 で あ り．

トll轌、
に 交 叉 咬合 を呈 して い た．また 止 下顎 切歯

の 正 中線 の ずれ は，4．5mm で あっ た．

　側面頭部 X 線規格写真所 見（表 1 ）：ANBI
’

で あ り．

上下顎 の 前後的関係 は 維持 さ れ て い る．

　 正 面頭部 X 線規格写真所見 （表 4 ，図 11）：下顎偏位

度 が 7
’
，上 顎偏位度が 0．5

°Me −M 　15mm ，　ANS −M 　l

mln と な り，下 顎 の 左 側 偏 位 が 著 し くな っ た．下 顎 非

対称指数 は 1．1 か ら 11．1，上 顎非対称指数 は ／．5 か ら

1．4 と な っ た．上 下 顎 切 歯 の 正 中線 の ず れ は 4．5mm

と増悪 した ．す な わ ち，症 例 3で は，
．
ド顎 の 左 側 偏 位

が 著 し く下顎偏位度 が 7
°
と な D ，正 中基準線 か ら の

Me の 偏 位 も 12　mm 増 加 し，下 顎 非対 称指数 も 1．1 か

ら 11．1 へ と 増大 し た こ と か ら，下顎 の 左側偏位 が 著 し

くな っ た こ とが 明 ら か で あ り，正 面頭部 X 線規格写真

上 で も顔面非対称性 が 顕著 と な っ て い る．こ れ に 対 し

て 上 顎 で は，正 中基準線 か ら の 偏位量 が ANS で 2
mm ，　Ul で 4，5　mm 下顎 の 偏位方向 に 増加 し，、ヒ顎偏

位度も初診時 に 比 べ 1．5
°
増加 した ，そ の

一
方 ， 上 顎非

対称指 数 は 1，5か ら 1．4 へ と ほ と ん ど変 わ っ て お ら

ず，こ の こ とか ら，上 顎 臼 歯部歯槽部 で の 左右差 は初

診時 と同様 に ほ とん ど認 め られ な い こ とが わ か る．
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図 6　症 例 2 の 顔 面写真

図 7　症例 2 の ロ腔内写真
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表 3 症例 2 の 正 面頭 部 X 線規 格 写 真計測値

症 例 2 計 測 項 目

下 顎偏位度 2 2 5，5 6．5 7．5
上 顎偏 位 度 o 0 1 o 1

角度計測 （
°
） 咬 合平 面 角 一1 一4 一4 一4

下 顎 下縁平 面 角
一3 一2 一5 一7 一7

上 顎 臼 歯歯槽部平面 角
一1 一1 1 0 0

Me −M 4 4 12 14．5 16
ANS −M 0 0 1 0 1
Ul−L1 0．5 1 5 6．5 7
UI −M 0．5 o 1，5 2 2

距離計測 （mm ） L1 −M 1 1 6，5 8．5 9
AG −M 38 39 37 36 35
AG ’−M 41 42 50 53 54

J−M 32 33 34 34 34

J’−M 32，5 33 37 37 39

非対称 指 数 （上 顎 ） 0．8 0 4，2 4，2 6．8
非対 称 指 数 （下顎 ） 3．8 3．7 14．9 19，1 21，3

図 8 症例 2 の 正 面頭部 X 線規格写真重 ね合わ せ

考 察

1 ．形態分析 に つ い て

　計 測 点，基 準 線 の 設 定 に つ い て は，Sassouni“〕，
Ricketts5〕，近藤

6），本橋 ら
η
に 準 じて ，比較的判読 し や

す い 部位 を選 択 し た．す な わ ち ，正 中基準線 は，CG を

通 り Lo−Lo’を結 ん だ線 に 垂 直 な直 線 と し た
4 ）．正 中基

準線 と し て は，本 来 正 中 に 位 置 す る と 考え ら れ る

ANS を通 る直 線 を利 用 す る 方法
s’9）もあ る が ，今 回 の

よ うな 顔面非対称症例で は ，
ANS が す で に 正 中 か ら

左 右 の い ずれ か に 偏位 し て い る可能性が 高く ，
こ れ を

基準とす るの は適切 で は な い と考 えた．しか しそ の
一

方 で ，正面頭部 X 線規格写真上 の Lo は頭部 の 回転 に

よ り比較的大 きな位置変化を起 こ す
1°〕

こ とや ， 上 顔面

部 に 変形 が お よ ん で い る 場合 な ど は，Lo …Lo’を結 ん

だ線を基準 に す る こ と も不 適 切 と考 え られ るが ，頭部

の 回転 に よ る位置変化 は上下方向 で あ り，左右差 は ほ

と ん ど変化し な い
7）
こ とが 示 さ れ て い る こ と と，今回

の 3 症例 に つ い て は，正 貌顔面 写真，正 面頭部 X 線規

格写真か ら，頭蓋部 に は 明らか な変形 は 生 じて い な い

と考 え られ た の で ， 正 中基 準線 の 設定方法 に 特 に 問題

は ない と判断 し た．

　下顎 の 水平的な偏位 を評価 す る に は，不 島ら
9）
が定

義 した 顎偏位度が参考と な るが ，今回の 症例 で はすべ

て に お い て ，ANS が頭蓋 の 正 中基準線か ら右側 も し

くは左 側 に 偏位 して お り，こ の 方法 に よ り正中基準線

か らの 下顎 の 水 平 的 な偏位を評価 す る こ と は 不適当で

あ る と考えた．そ こ で ，上顎，下 顎 そ れ ぞ れ に つ い て

正 中基 準線 か らの 偏位 の 程度 を評価 す る た め に，上 顎

偏位度 お よ び下顎偏位度を設定 し た，また，水平的 な

非対称 の 程度 を評価 す る に あ た っ て は，理 想 的 に は正

中基 準線 に
一致 して い る べ き と 考 え ら れ る ANS ，　Me ，

U1，　Ll は 正 中基 準 線 か ら の 偏 位 量 を距離 （mm ＞で 示

し，左 右 に 設定 で き る計測点 J げ ），AG （AG
’
） に っ

い て は 1 正 中基 準線 に 垂 直 に 投影 し た 実測距離 お よ

び そ れ らか ら算出 され る非 対 称 指 数 を用 い た．
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図 9　症例 3 の 顔面写真

図 10　症 例 3の ロ 腔 内写真
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症 例 3

角度 計 測 C

距 離 計測 〔mm ）

表 4　症 例 3 の 正 面頭 部 X 線規 格 写 真計測 値

、．、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

c　 ） 咬 合 平面 角 一
〇，5 一2

下 顎 ド縁平 面角 一2 一2 一3
上 顎 臼歯 歯槽都平 面角 0 0 一1

Me −M 3 10 15

ANS −M 一1 1 D．5
U ユーLl 3 4 4
U1−M 一1 1．5 3

〔mm ） L1−M 2 5．5 7
AG −M 45 47 44
AG ’−M 46 52 55
J−M 34 35 34

一
J’−M 33 35 35

非対称指数 （ヒ顎 ） 工．5 0 1．4
非対称指 教 （下 顎）　　　　　 21 ．1 5．1 ll．1．一

　 70

．5

　 0
− 4
．一

工．51514

．53

，58445534351

．411
．1

図 ll 症 例 3 の 正 面頭部 X 線規格 写 真重 ね 合わ せ

　正 「酊頭部 X 線規格 写 真 の 重 ね 合 わ せ に つ い て み る

と，本来正 面 頭 部 X 線規格写真 は，撮影 時 の 頭 位 の 変

化 に よ り．垂直的 な 高 さ が 大 き く変化 し て し ま う こ と

が 知 ら れ て お り，正 確 な意 味 で の 重 ね 合 わ せ は 困難 で

あ る，今 回 の 研 究 で は ，正 中基準線 を合わ せ ，頭蓋 冠

で 重 ね る こ と を 基本 と した が，こ の よ うに 重 ね た 場合，

頭部 の 前後的傾斜 の 差異 に よ り，垂直的高径 が変化す

る こ と に な り，高年齢時 に お け る
．
ド顎骨 の 外形 が 低年

齢時 の もの の 内側 に な る場 合 が 生 じた．顔面非対称 を

伴 っ た 顎変形症患者 で は，変 形 が 側頭部 か ら後頭部 に

まで 及 ぶ 場合も報告 さ れ て い る
’ D が，今回 の 3症例 で

は正 面頭部 X 線規格写真 を 見 る限 り，明 らか な頭蓋部

で の 変 形 は認 め られ な い と 判断 し，よ り変化 が 大 き い

と考え られ た 下顔面部，特 に ド顎骨 の 経年的変化 が 分

か りやすい よ うに，下 顎 骨 の 外形線 が 高年齢 の もの ほ

ど外側 に な る よ うに ，セ フ ァ ロ 全体 を正 中基 準線 を一

致 させ た ま ま 下方 に
’F行移動 させ て 対処 し た．こ の た

め 厳密な意味 で の 重 ね 合わ せ と は 成 り得 な い が ，経年

的 な下顎 の 偏位 の 様相 を捉 え る に は適切 で あ る と 思 わ

れ た．

2 ．結果 に つ い て

　 今回紹介 し た 3 症例 は，と も に 正 貌 顔面写真 よ り顔

の 非対称 は 成長 と と も に 明 ら か に 非対 称 が 顕 著 とな っ

て い た が ，偏 位 の 様相 は 各症例 で 異 な っ て い た．す な

わ ち ．症例 1 で は ，下 顎 の 右 側 偏 位 と と も に ．上 顎 で

は，歯，歯槽部 を含 め 上 顎骨全体 が 下 顎 の 偏位方向 と

同方向 に 偏 位 した こ とに よ り，顔面 の 非対称性 は 初診

時 に 比 べ て 増悪 し た が
， ヒ

ー
ド顎切歯 の 正 中線 の ずれ と

し て は 5mm と，初診時 の 状態 を ほ ぼ 維持 して い た．
ま た ，上 下 顎 の 前後的関係 を み る と，初診時 の ANB は

2
°
で あ り，12 歳女 子 の 平均値 か ら ISD の 範囲以内 に収

ま っ て い た
12 ，が ，　　　　　 で は お も に SNB が 増大

し た こ と に よ り ANB が 一2
°
とな っ た こ とか ら も，こ

の 期間 に 下顎骨 の 前方成 長 が 著 し く ， ヒ下顎 の 前後関

係 に も不調和 を き た した こ と が わ か る．した が っ て，
F顎 は 著 し く前方 へ 成長 す る と同時 に 側方 に も偏位 し

て い っ た こ と が 伺 え る．
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図 12　側 面 頭 部 X 線規格写 真の 重ね合わ せ

　症例 2 で は．
．
ド顎 の 左側偏位 と共 に 上顎 で も，臼歯

部 に お け る歯 槽 部 で の 著 し い 偏 位 が 生 じ た ．し か し な

が ら，Ul，ANS な ど の 偏位 は 比較的小 さ か っ た た め，

上 ド顎 切歯 の 正 中線 の ず れ が，7　nini とか な り増大 し

た もの と 思 わ れ る．また．上 ド顎 骨 の 前後的関係 を み

る と ， 初診時 の SNA は 81 で ，こ の 値 が H 本 人 小 児 の

dental　age 　HIA に お け る 平均値 ⊥ ISD の 範 囲 に 収

ま っ て い た の に 対 し て ，SNB 　80．5
げ
は お よ そ 平均値 ＝

2SD の 範囲 で あ り
］1〕，こ の た め ANB が 0．5

’
と ド顎 の

前突傾向 が 認 め られ た ，こ れ が 　　　 　　　 と な る

と．SNA82
「
，SNB81 と ／7歳時 に お け る 数値 と 比較

して ，何 れ の 値 も平 均 値 　
IISD

の 範囲 に 収 ま っ て お

り，前後的 な 顎関係 は特 に 増悪 す る こ とな く， む し ろ

改善 す る方向 に 向 か っ て い た と考え られ る．す な わ ち，

ド顎骨 に ヒ顎 骨 との 前後的関係が 損なわ れ る よ う な 著

し い 前方成長 は認 め ら れ なか っ た に もか か わ らず，左

倶rlに 著 し く偏位 した と考 え られ る，

　症例 3 で は、下
’
顎 の左側偏位 の 進行 と と もに ．ANS ，

U1 も左側 に 偏位 し た が，臼歯部歯槽部 で は 偏位 は ほ

と ん ど牛 じなか っ た と考 え られ る．こ の症例に お い て

も，初診時 に お け る ヒ．顎 骨 と下顎骨 の 前後的関係 に 関

し て は，ANB が 1 で あ る こ とか ら，骨格的 に は さほ ど

の 不 調 和 を き た し て い な い と考 え られ ．

に お け る SNA ，　SNB 、　ANB の 値 が 初診時 と 全 く変 わ

りが な か っ た こ と か ら ，初診時 に お け る バ ラ ン ス を

保 っ た ま ま 成長発育 し た と 考 え ら れ る，す な わ ち，

．
ド

顎骨 は 上 顎骨 との 前後 的 位 置 関 係 に お い て は 調 和 を保

ち な が ら前下 方へ 成長 し つ つ も、側方 へ は 著 し く偏位

して い っ た と 考 え ら れ る ．

　 こ の よ う に，成長 期 に お け る下 顎 の 側 方偏 位 は， ド

顎骨 の 前力 へ の 著 し い 成長 と相 ま っ て 生 じて い る 症 例

が あ る
一

方，必 ず し も
．
ド顎 の 著 し い 前 方 へ の 成長 は 伴

わ ず，側 方に の み 著 し く偏位 し て い る 場合 も あ る と い

え る （図 12）．

　 ま た，荊直的な高径 に 左右差 が あ る症例で は，不 島

ら
’° 1
が 述 べ て い る よ う に 咬合平面，下

．
顎下縁平面が そ

れ そ れ 下顎 の 偏位側に 向 か っ て L向 き に な る 傾向が 認

め ら れ る場 合 もあ る．…
方，症例 1 な ど で は そ の 反 対

の 傾 向を示 して い る こ とや ，ま た，傾 き の程度 に つ い

て は 同
一

個人 に お い て も，上 顎 歯槽部 の 傾 き，咬合平

面 の 傾 き．下顎下縁平而 の 傾 き が 必ず し も同 じ変化を

示 して い る と は 限 ら ず，顎骨 や 歯槽部，お よ び歯 の 部

分 で の さ ま ざ ま な 代償性 の 変化が 生 じて い る こ と が う

か が え る．

　 こ の よ う に 今 回 紹介 し た 3 症 例 で は ，い ずれ も成長

と と もに 偏位 が 著 し くな り顔 面 の 非 対 称 が 顕著 と な っ

た が．偏 位 の 様相 は各症例 に よ り異 な っ て お り、歯

歯槽骨，顎 骨 に お け る 変化 は．水平的 に も垂 直 的 に も

．
様 な も の で は な い こ とが 再 認 識 され た、こ れ ら の 症

例 の よ う に ，非対称 に 成長 発育が 生ず る 理 由 と し て は，

本来成長期 に 非対称 が 発現す る よ う な遺 伝 的 な 要 因 が

潜 在 して い る可能性，何 ら か の 原因で わ ず か な が ら に

発生 した 顎顔面領域 の 歪 み が，片 側咀 嚼 な ど の 咬合機

能 の 偏 りに よ り強調 され て くる可能性 な どが 考 え られ

るが ，今 の と こ ろ 明 らか で は な い ．症例 2 ，症例 3 に

お い て は ，一
期治療 で チ ン キ ャ ッ プ を使 用 して い る た

め，菅原
m

が 指摘し た とお りチ ン キ ャ ッ プ に よ る整形

力が 左右顎関節 に 非対称 に 加わ り， ド顎 骨成長 の過程

で 下顎骨形態 の 非対称性 を 引 き起 こ し た 可能性 も考 え

ら れ る，しか し な が ら，本症例 で の チ ン キ ャ ッ プ の 使

用期問 は そ の 後 の 経過観察期間 に 比 べ 短期間で あ り，

下顎骨 の 成長発育 に 対 し て 影響 を与 え続 け て い た 可能

性 は 低 い と思 わ れ る．ま た，症例 1 に 認 め られ た 交 叉

咬合に 関 して は，放置 して お い た場合 の 為害作 用 に つ

い て は 作 田 ら
15 〕

が 指摘 し て い る とお りで あ る．し た

が っ て ，交 叉 咬合 は 早 急 に 治療 す べ き と考 え られ，本

症 例 に お い て も急速拡大装置 を用 い て そ の 改善 を行 っ

た が，そ の 後 の 顎偏位 の 増悪 が 必ず しも抑制 し得 る も

の で は な い こ と も，本症例 よ り示 唆 さ れ る，し た が っ

て．こ の よ う な非対称 な成長発育 を す る 症例 に 関 し て ，

そ の 成長 過 程 を注意 深 く観 察 し，い くつ か の 特徴 に 基

づ い て 分 類 整琿 す る こ と に つ い て は 今後 1一分 検討 す る
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必 要 が あ る と思 わ れ る．な ぜ な ら、長期的 に 咬合管理

を 行 っ て い く う えで ，初診時 に お け る 顎 顔 而 形 態 か ら，
そ の 後 の 偏位 の増 悪 お よ び 偏位様相 の 特徴 が 予 測 し得
れ ば，それを指標 と し て，偏位の 増悪 を軽減 し得 る

一

期 治 療 の あ り方 を 検討 し、二 期治療 に つ い て も手術 の

必要性 お よ び治療開始時期 を 含め た 治療計画 を立案で

き る もの と 考 え ら れ る か らで あ る．

　本論 文 の 内 容 の
一

部 は，第 51 回 目本矯正 歯科 学 会 大 会

（1994年 10月，郡 ［1」） に お い て 発 表 し た．
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